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と　う　も　ろ　こ　しの多肥密植栽培について

渡部庫之介・中村元彦

（福島県農試）

畜産の進展にともなって，とうもろこしの需要も年々

増加の一途をたど少，栽培両横も増加しているが，伸び

率の大きいのほ青刈用で，実取用は停滞ぎみてあわ，子

実用とうもろこしの大半は輸入され，年々その量も増加

してレヽる．

青刈とうもろこしの自給飼料としての重要性はル、うま

でもないが，子実用についても，ある程度の国内自給を

はかる必要がある．これがためには，機械化を前提とし

た，省力多収の技術体系を確立しなければならない・

とうもろこしは一般に倒伏に弱く，これが機械化をは

ばむ大きな原因となっていたが，最近長野県農試ききょ

うケ原分場で育成された．一代雑種とうもろこし交7号

は，早熟，強稗，耐病性にも優れ．昭和36～87年に

実施した本県の奨励品種決定調査の結果も，良い成績で，

機械化密植栽培用として有皇視されるので，これが子乗

用及び青刈用としての多肥密棺栽培の適応性について検

討した．

1．　試　験　方　法

1　子実用の部　　昭和87年実施

00　供試圃場　　農試機械化圃場

el　供試品種　　とうもろこし交3号

同　　交7号

¢1試験区の構成

施肥

瞳　 株a 当 瞳　株：a 当 痘　 株 a 当
巾　間株数 密　 巾　間　株数 密 巾　 間株数

標準 瓜　 田 構　 成　 仇 植　 苗　 瓜
量別 釦 X 弘＝娘 A　80×王ら＝4蛤 3　8）×囲

標　 肥 ○ （⊃ ○

多　 肥
（静痴増）

○ ○ （⊃

紺　施肥量（晦／a当）

施 肥 別
基　　 肥 】 追　　　 月巴

備　　　 考
硫 加 燐 安 硫　 安 塩　 加

標　 肥 5 ．8 1＿0 0．3 石 灰　 6．0

多　 肥 8 ．7 1．5 0．亜 堆 肥 1別 ．0

⑳　播　種　期

6月2日

え　青刈用の郡

山　供試圃場　鼻試圃場　沖積土

砂　供試品種　長交逓1号

とうもろこし交7号

¢）区制及び1区両横　2区制　12が

幡　試験区の構成

睦巾冴間　8当
標準　蝕　用本数

睦巾株間　a当
密植　蕗　閤　本

①　施肥量（晦／a当）

施 肥 別 硫　 安 過　 石 塩　 加 備　　　 考

積　 肥 4．0 4 ．0 1．2 堆 肥1 m

多　 肥 8．0 8 ．0 2．4 石 灰　 6

脚　播種期　5月10日

の　収　穫　7月26日

2．　試験　経過

≠実用については，播種が遅れたが，発芽は良好であ

った．その後，6月下旬～7月上旬にかけては気温は低

め経過したが，7月下旬工少高温とな少，多席，寡雨に

経過し，このため一部に干害がみられた．また，アワノ

メイガによる堆積の折損せるものがあったが，倒伏の横

寺は殆んどなかった．

甘刈用については，5月10日適期播種ができ，発芽

も良好で，初期生育もよく日航網走生育であった・ただ

収穫直前，降雨と雨にエカ，長安161号は80¢程度の

倒伏をみたが，とうもろこし交7号は殆んど倒伏しなか

った．
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古．　試　験　成　績

1　子実用

第1表　生育調査

施肥別
l栽 維

l密産別
発芽期

抽堆期 l成熟期

l
倒 伏

】
早　 等 辞　　 長‾涛雌穂高

標 準

月　 日 月　 日 月　 日 「 ‾‾‾‾　無

徹

eb ¢】■

6 ．12 8 ． 3 9 ．1 9 1田 ．8 98 ．2

標　 肥 密 植 A 〝 〝 ■ 〝 ■
1 1吼 8 9 1 ．0

〝　 B 〝 〝 ■ 徽 少 190 ．8 1（近 ．2

標 準 〝 ′ ■ 蝕 徹 19 5 ＿8 1（姥．1

多　 肥 密 棺 A ■ ● ′ 徴 〝 】三好 β 110 ．2

〝　 B ′ ′ ′ ′ 少 1釘 ．4 1（裕．6

標 準 〝 ′ 〝 虫 徹 1位 ＿8 84 ＿1

積　 肥 密 植 A 〝　 ・ ′ ′ ▼ 〝 1田 ．5 85 ．4

〝　 B ′ ′ ■ ′ 少 lt汀．1 α）．1

倭 遇　 ． ′ ′ ′ 〝 徴 178 ．6 約 ．7

多　 肥 密 植 A ′ ′ ′ J 〝 1闇 ．1 98 ．7

〝　 丑 〝 ′ 〝 徴 少 1訂 ．8 9 1．7

第2表　収量調査

品　 種　 別 施 肥 別

栽 植

密 産 別

a 当 子

葉 舌 Eク

比　　　　　 率 1 穏 当

子 一審 重 g

不 慮：個

佐 歩 合 喀

a 当 有

劫 親 政

1 ∠ 重　圧 盲 粒 重　g標 準 栽 植

様 式 に 対

す　 る

傍巨肥

対 す る

とうもろ こし　交 8 号

積　 肥

標 準 王妃．5 1（氾 100 98，0 9 ．8 8‡E 7B ．6 三石．7

密 櫓 A 餌 ．1 1（方 1（カ 恥 ．0 15．0 珊 価 ．7 三5 j

〝　　 R 兄2 鳥 ●▲● lm 由 6 18 ＿8 46 4 7祖 ．4 jB ＿8

多　 肥

標 準 迅．7 100 119 110 ．8 5 ．0 謝 7田 ．2 三方．7

密 穂 A 超 ．4 1 12 口許 1鵬 ．7 6 ．5 4 17 74 8．9 王ら．7

J　 B お ．8 95 u 4 70．7 8 ．4 却 7場 ．7 盟 ．8

とうもろ こし　交 7 号

篠　 肥

標 準 鉱 j 100 100 労 ．9 4 ．4 362 7訪 ．7 】姓．2

密 植 A 劇 ．0 113 100 9 8．1 9 ．0 4【お 75 2．5 凶 ．0

〝　 B 劇 ＿○ 1牙i 100 f汀＿2 9 ＿4 51占 7瓢 ＿9 盟 ＿5

多　 肥

標 準 劇 ．9 100 1：迅

墨姶

111

12 i．4 2．7 脇 713 ．4 三石．7

密 植 A 61．6 115 110．1 4 ．5 雌 7由 ．4 蝕 ．7

′　 ち ぽ）．1 111 95．7 7．9 辺 750．0 盟 3
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第1図　収量及び構成要素
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第2国　青刈収量と1本当生体重



捌
東北衰菜研究　第6号

第3表　生育収量調査

品　 種　 別

l

施肥 別
栽 粗

密 変 別
発 芽 期 抽 雄 拗

収 極 期 に 於 け る a　 当

育 刈収 量

l l 本 当 生

；体　 重
倒　 伏

草　　 丈 全 乗 数 ‘生 業　 数

長　 交
踪　 肥

標　 準

月 日

六．16

； 月 日　7 ．2 5
　 e初

診1．0

l

13 ．6 u ．2

Kク

腿4

g

B 8 甚

密　 植 ▼　　　　　　　　 ′ か0．2 12．8 9 ．5 8】茶 閑 ′

161 号

とうもろこし

多　 肥
標　 準 〝 ′ 望蛇．6 12．8 11．8 n O l　 郡 〝

密　 椎 〝　　　　　　　　　　 〝 】払1．6 12．9 11，4 9 2 搬 ′

標　 月巴
標　 準 5 ．16 1　 7 ．2 3 2 70．5 12．0 11．0 ま汀 Ⅷ 無

密　 植 ′ 】　　　 〝 9繋．5 12．0 10．2 7荘） 530 〝

交 7 号
多　 肥

標　 準 〝 ′ 2野．4 ほ．0 は．0 615 抑 〝

密　 植 ′ 〝 公汀．8 18．5 11＿9 1．（媚 7勘 ′

4．試験結果及び考察

1　子実用について

子実用については，対象品種を従来毅も密植適応性が

あるものとされている．とうもろこし交3号を選びこれ

と比較した∴

α）生育調査について

稗長，着雌穂高については，とうもろこし交7号が僅

かに低く，倒伏については，とうもろこし交3号は密植

区に於て僅かにみとめられたが，とうもろこし交7号は

皆無であった．

卸　1穏当子実重では，両品種共に，栽植本数を増

加するに従い減少するが，とうもろこし交7号は，とう

もろこし交3号に比赦して，密格による1穂重の減少割

合が少くなっている・

砂　子臭収量では，とうもろこし交3号は，標肥，

多肥共に，密植A＞標準＞密植Bの僻であるが，とうも

ろこし交7号は，標肥では密稚B＞密根A＞標準である

が，多肥では密構Aが密穂Bエカも僅かに多い・

紺　不稔株歩合については，密楯によって増加する

が，とうもろこし交7号は，とうもろこし交3号に比較

して．密椎による不稔株歩合が少なくなっている・

砂　多肥の効果は両品種共に大きい・

且・青刈用について

対象品種として．長稗で甘利収量の多い長交161号を

選び，これと比較したが．刈取時の7月26日に於いて，

長交161号は，多肥，標肥共に殆んど倒伏したが，とう

もろこし交7号は各区共に倒伏は皆無であった・

草丈，乗数では，長交161号が，各区共にすぐれてい

たが，乗数の内容をみると，枯葉が多く，生業数につい

ては，とうもろこし交7号が多かった．

青刈収堂では，板準栽楯様式では，顧肥多肥共に，長

交161号がまきったが，多肥密植区ではとうもろこし交

7号がa当1，（刷上晦を越え多収であった∴

1ケ体重については，とうもろこし交7号が密租に上

る1ケ体の減少割合が少ない．

a　考　　察

（U　品種による密植適応性は，とうもろこし交7号

がすぐれてお少，機械化密根栽培用として通した品種で

ある．

扮　栽植密匿については，とうもろこし交3号は．

子重用としてa当脚本程度までの密穂はよいが，とう

もろこし交7号については，子実用としてはa当部本

窄ままでの密樺が適当であわ，青刈用としては．a当

1．4氾　本程匿の密穂とすれば，充分に利用できる．

Bl　施肥宜については，多肥の効果が大きく，多肥

密椎の組合せが効果的である．

（亜　とうもろこし交7号は，本来子実用として育成

されたものであるが，多肥密植栽培を行うことに工少，

青刈用としても多収を上げることが出来るから，強辞世

の帝位をいかし，青刈用，サイレージ用の検絨化栽培用

としても有望であると考えられる．




